	総務まちづくり委員会会議録 要 旨

	開会日
	平成２２年１１月３０日（火）午前１０時４５分

	閉会日
	平成２２年１１月３０日（火）午前１１時１５分

	場所
	長久手町役場西庁舎第７・８会議室

	出席委員
	委 員 長　　金沢裕次郎　　

副委員長　　木村さゆり
委　　員　　加藤　武　　　川合保生　　　丹羽茂雄
　　　　　　水野竹芳　　　吉田ひでき

	欠席委員
	な　し

	欠員
	な　し

	会議事件のため出席した者の職氏名
	町長　加藤梅雄
総務部長　福岡久申　

総務部次長兼人事秘書課長　川本　忠
同人事係長　横地賢一

計４名

	職務のため出席した者の職氏名
	副議長　水野とみ子
議会事務局長　岩松節明　　　同補佐　中西直起

	会議録
	別紙のとおり


別紙

委員長　　　　開会宣言。
議案第５１号

人事秘書課長　議案第５１号長久手町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条

例について説明。

吉田委員　　　仮に人事院勧告に準じないと罰せられるのか。
人事秘書課長　罰則はないが、地方公務員法第２４条３項で職員の給与は、国及び他
の地方公共団体の職員との間に均衡を失しないように、と位置付けら
れている。
吉田委員　　　さらなる引き下げも可能か。
人事秘書課長　説明の根拠がない。あくまで人事院勧告を準用することで説明の根拠　

としている。　
加藤委員　　　仮に引き上げる場合は条例改正でできるのか。また、元々瀬戸市は高
いといわれているが、近隣市の状況はどうか。
人事秘書課長　引き上げは条例改正で可能ではあるが、根拠がない。比較は方法によ
るが、瀬戸市のラスパイレス指数は元々高い。給与表はいずれの市も
改定するので、町と同等である。　
水野委員　　　職員の立場になって考えると、唐突感がある。引き下げの見送りはで
きなかったのか。　
人事秘書課長　既に労働組合とは交渉し合意している。
金沢委員　　　５５歳以上職員の減額措置は、５４歳職員と逆転現象を生じないか。

人事秘書課長　支給額は逆転の可能性はあるが、人事院勧告も当面の措置だとしてい

る。

　　　　質疑及び意見を終了。
討論は、反対討論なし。賛成討論なし。
採決の結果、議案第５１号長久手町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例については原案のとおり可決することに全員が賛成。
議案第５１号は原案のとおり可決。

議案第５２号

人事秘書課長　議案第５２号長久手町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に

関する条例の一部を改正する条例について説明。

加藤委員　　　特別職報酬審議会との関係はどのようか。
人事秘書課長　今回は期末手当の改定であり、給料月額を審議する報酬審議会とは別

である。
加藤委員　　　対象は２人か、教育長含めて３人ではないか。
人事秘書課長　議案第５２号の対象は２人。教育長は別の条例で規定があって、この
条例改正にあわせることになっているので、同じように減額になる。
加藤委員　　　具体的にいくら減額になるのか。
人事秘書課長　町長で約２０万円弱、副町長で約１５万円弱下がる。

　　　　質疑及び意見を終了。

討論は、反対討論なし。賛成討論なし。

採決の結果、議案第５２号長久手町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例等の一部を改正する条例については原案のとおり可決することに全員が賛成。

議案第５２号は原案のとおり可決。

議案第５３号

人事秘書課長　議案第５３号長久手町議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当

に関する条例の一部を改正する条例について説明。

加藤委員　　　一般の議員はいくらの減額になるのか。

人事秘書課長　約６４,０００円の減額になる。

　　　　質疑及び意見を終了。

討論は、反対討論なし。賛成討論なし。

採決の結果、議案第５３号長久手町議会の議員の議員報酬、費用弁償

及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例については原案の
とおり可決することに全員が賛成。

議案第５３号は原案のとおり可決。

　　　　　　　委員長報告は委員長と副委員長への一任を確認。

閉会宣言
以上、要点筆記は会議内容と相違ないので署名する。

平成２２年１１月３０日

総務まちづくり委員会委員長　金沢裕次郎
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